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サブBOX

固定プレート
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メインBOX
専用スパナ
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●扉が上左図のように前に反った場合
は、メインBOXの中の調整ナットを
専用スパナで　 の方向へ回します。

●扉が上右図のように後ろに反った場
合は、メインBOXの中の調整ナットを
専用スパナで　 の方向へ回します。

■金具の取付け方法

R17.5
深さ12

①使用する扉高さに合わせて、取付け位置に掘り
込み加工をします。

②メインBOX、フラットバー、サブBOXを掘り込
み加工部にはめこみます。

③固定プレート（推奨3ヶ使用）を木ねじで固定し
ます。

取付方法

サブBOX
ロッド

ロッド
カバー

メインBOX

専用スパナ
（別売）

表
φ35 深さ12
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幅10 深さ6.5

裏

①使用する扉高さに合わせて、取付け位置に掘り
込み加工をします。

②メインBOX、ロッド、サブBOXを掘り込み加工
部にはめこみます。

③ロッドカバーをはめこみます。
④ロッドカバーを木ねじで固定します。

ひく

おす

矯正方法
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　面

扉
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●上左図のように前に反った場合は、
メインBOXの中の調整ナットを専用
スパナでおすの方向へ回します。

●上右図のように後ろに反った場合は、
メインBOXの中の調整ナットを専用
スパナでひくの方向に回します。

■金具の取付け方法

扉反り矯正金具1型

新・扉反り矯正金具2型
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21以上

サイズ
1,800mm用
1,900mm用
2,000mm用
2,100mm用

L
1475
1575
1675
1775

サイズ
1,800mm用
1,900mm用
2,000mm用

L1
1475
1575
1675

角 脚

※掘込み寸法7.5mmは7.1～7.5mmの範囲内におさめてください。

丸 脚

※32mmより少なく設定した場合、テーパーピンが突出します
　のでご注意ください。

天 板
天 板

裏 面表 面

有
効
深
さ
45

32
※

36

10
5.
5

61
26

18
.5

50.5

9.5 7.5※

有
効
深
さ
60

有
効
深
さ
6036

有
効
深
さ
45

29

32
※

φ16穴
φ16穴

φ6穴
φ6穴

FR13

4-R13
テーブル脚用
金具の軸芯

①
②

③

④

テーブル脚用金具

テーパーピン

矢印付きコマ

天板用金具

(A)

六角レンチ

ボルト

矢印付きコマ

■テーブル組立方法

■天板および脚の加工寸法参考図

天板の加工寸法参考図 脚の加工寸法参考図

角脚の場合

丸脚の場合

設 計 ガ イ ド

施 工 ガ イ ド

ボルトを
緩める

ご注意

テーブル脚を取外す場合は、ボルトを緩めてボルトとコマを抜き取り、脚
の根元近くを（傷がつかないように布などを当てて）②と逆方向へ軽く
叩いてください。

ご注意

ご注意

①テーブル脚用金具を天板用金具の開口部に差込みます。
②テーブル脚を（A）の方向へ止まるまでスライドさせます。
③ボルトを緩め矢印付きコマを90°回転させて、溝に落とします。
④六角レンチでボルトをしっかりと締付けます。

扉反り矯正金具ワンツージョイント 製品紹介 580 製品紹介 581
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